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不適切な CL の使用を模擬して、MPS の消毒効果を評価しました。5 銘柄の MPS（エピカ

コールド、コンプリート 10min、レニューマルチプラス、ソフトワンモイス、及びオプティ

フリープラス）を試験対象とし、表皮ブドウ球菌（SE 菌）を 10 個、1,000 個、または 1,000,000

個接種したアキュビュー2 コンタクトレンズをレンズケースに入れて 4 時間の消毒処理を行

った後、残存生菌数を測定しました。また、SE 菌の産生するバイオフィルムに対する効果を、

サフラニン染色法及び電子顕微鏡観察で評価しました。その結果、付着菌数 10 個の場合、す

べての MPS において完全な消毒が可能でしたが、付着菌数が多い場合は完全消毒ができず、

最も弱いソフトワンモイスでは菌数を 1 桁減少させる程度の効果しかありませんでした。そ

の他の 4 銘柄では 2 桁減の効果が認められました（下図）。また、ケース内の MPS を交換せ

ずに 3 回繰り返し使用した時、ソフトワンモイスではレンズケースにバイオフィルムの形成

が認められました。CL 装用に起因する感染症を減少させるためには、ユーザーに MPS の適

正使用を呼びかける活動が重要と思われます。 

 

解説：バイオフィルム：細菌が産生する細胞外糖タンパク質。細菌がバイオフィルムを産生すると消毒剤に

対する耐性が高くなることが知られています。 

 

論文タイトル：  Antimicrobial efficacy tests of multipurpose contact lens care solutions 

simulating poor contact lens hygiene behaviors. 

 （不適切なCLの取り扱いを模擬した条件下における多目的用剤の消毒効果）. 
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概要：CL 装用に起因する角膜感染症には CL の不適切な使用方法が関連していると考えられ

ています。 今回は不適切な使用方法を模擬し、市販多目的用剤（MPS）の表皮ブドウ球菌に対

する消毒効果を評価しました。 その結果、MPS の消毒効果は銘柄によってかなり異なり、消毒

効果の低い銘柄ではレンズケースにバイオフィルムが形成されることが判明しました。 

 


